
 
 
 

 

6月 日

護者のみなさん、こんにち

は！いかがお過ごしでしょう

か？梅雨シーズンに入り蒸し暑い

毎日が続いています。今年は梅雨

が長引くという予報なのでもう少

しこのジメジメとの戦いです

(笑)！ 

月、ぱすてるでは父の日のイ

ベントとしてビールジョッキ

と枝豆をモチーフにしてカードに

「いつもありがとう」「お仕事が

んばってね」「だ～いすき」「また

買い物連れてってね」などのメッ

セージを思い思いに書いていただ

きました。お父さん方、お家で受

け取られましたか？喜んでいただ

けたなら幸いです♪そして 6月の

壁画アートは梅雨入りに合わせて

アジサイ、雲、雨のしずく、虹と

手分けして作り、6月の風景を作

りました。フラワーペーパーでア

ジサイと虹を作り、しずく型のモ

ビールを綿をちぎって貼り付けた

雲から垂らし、梅雨のジメジメを

吹き飛ばすような作品に仕上がり

ました。利用者の皆さん、とても

楽しそうに作っておられました

よ。出来栄えもバッチリです。 

雨の合間の晴れた日に、散歩

を兼ねて近くのユアーズやコ

スモスへ歩いて買い物へ出かける

習慣があるのですが、やっと到着

～♪というときにお金が足りない

という非常事態が勃発したことが

ありました。昨今の値上げラッシ

ュのためです（涙）。そのため二

往復することになりましたが、大

好きな買い物とあっては突然増え

たもう一往復に意外と不満を言わ

れることはありませんでした。運

動のために敢えてこういう手段も

ありですかね！？（笑）卑怯？？ 

してとってもお久しぶりに

廿日市特別支援学校の実習

生がいらっしゃいました。コロナ

の影響もあって新しい方は久しぶ

りです。とても穏やかな性格の方

ですが楽しいことも大好きという

ことで、少し緊張されていました

が、皆でカラオケで盛り上がった

りと充分に溶け込まれていまし

た。そういった雰囲気が周りにも

伝わり、利用者さんも積極的に声

を掛けられ、実習の三日間があっ

という間でした。7月にもお一人

来られる予定なので今から楽しみ

です。 

近の取り組みとして『納品同

行、コップ拭き、洗濯物干

し、モップ掛け、テーブル拭き

等』まだ定着したとはいえないで

すが、利用者さん達の新しい役割

ができました。まだ皆さん、慣れ

ず、落ち着かない様子も見受けま

すが、頑張って続けられています

（たまに拒否もあります(笑)）。こ

ちらの様子も順次お伝えしていけ

ればと思っています。 

日（水）作業所でのレク

は、みんな大好きピクト

ハウスさんのパンを注文しまし

た。パンは定期的に食べたくなる

ようで、たくさんあるリクエスト

の中から決定しました。テーブル

毎にメニューを置き選んでいただ

きましたが、その顔は本気（マ

ジ）の顔でした。（仕事中には見

ない顔(笑)）パンだけも寂しいの

でコンソメスープもメニューに入

れました。レク当日は朝からパン

の話で持ち切りです。「何時頃パ

ンがきますか？」と気になって仕

方ない様子です。パンが届けば、

配達してくださったピクトハウス

の職員の方へ「ありがとうござい

ました。またお願いします！」と

目をキラキラさせて気持ちの良い

挨拶ができました。ピクトハウス

さんのパンと焼き菓子は本当に美

味しくてあっという間に食べ終わ

りました。食後すぐに「７月もお

願いしま～す！」とお願いされま

した(笑)。来月は『暑い夏を元気

に取り切る第一弾』です。第何弾

まであるかはまだナイショです！

お楽しみに♪ 

業所では現在、ほぼ室内での

作業が多いのですが、唯一、

マンションやアパートの清掃活動

があります。梅雨でも晴れればも

う夏なので汗が噴き出るはずなの

ですが、作業所の皆さんは元気い

っぱいで作業をされています。清

掃活動に行く時は大きな声で「い

ってらっしゃーい！気を付けて

ね」帰ってきた時は「お帰りなさ

い。お疲れ様です」と気持ちよく

送り出して気持ちよくお迎えして

います。こういった声かけって意

外と大事ですよね。WBCの時の

日本代表もチームワークというか

一体感というかそういう仲間意識

がテレビからも伝わってきて、声

掛けによって徐々に強くなって行

くのでしょうね。そういう理由で

作業所の皆さんは仲が良いんだな

と思いました(大げさ？笑)。 

 最後に、平成 30年のこの時期

に起きた西日本豪雨災害が風化せ

ぬよう、皆さんも備蓄や避難場

所、連絡手段などを今一度ご確認

くださいませ。 

来月号もお楽しみに～！ 
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